
船舶事故調査報告書 

令和８年９月２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 令和７年１０月２日 １５時４７分頃 

発生場所 京浜港鶴見航路 

 鶴見信号所から真方位２０３°７２０ｍ付近 

 （概位 北緯３５°２８.４′ 東経１３９°４１.８′） 

事故の概要  貨物船第十晶恵
しょうけい

丸及び油タンカー縁陽
えんよう

丸は、共に航行中、両船が

衝突した。 

事故調査の経過 令和７年１０月１５日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 貨物船 第十晶恵丸、４９９トン 

１３７０４９、泰山海運有限会社（Ａ社） 

Ｂ 油タンカー 縁陽丸、１２６トン 

１２５９８４、有限会社サン（Ｂ社） 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、四級（航海） 

Ｂ 船長Ｂ、六級（航海） 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ バルバスバウ左舷側に凹損等 

Ｂ 右舷中央部外板に凹損等 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南東、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａほか４人が乗り組み、京浜港横浜第３区の大黒ふ頭

北側に向けて、千葉港第４区を出航した。 

船長Ａは、単独で船橋当直につき、自動操舵で操船に当たり、鶴見

航路に向けて約７ノット（kn）の速力（対地速力、以下同じ。）でＡ

船を北西進させていた。 

船長Ａは、ポートラジオから国際ＶＨＦ無線電話（以下「ＶＨＦ」

という。）で鶴見航路南口から出航する大型船の情報提供を受け、同

航路南口を避けて同航路の途中（神奈川県川崎市扇島側）からＡ船を

入航させることとした。 

鶴見第二信号所の管制信号は、「Ｉ」の文字の点滅（入航船は、入

航することができること。）に切り替わった。 

船長Ａは、鶴見航路に入航する前、目視及び０.５海里レンジの

レーダーで左舷船首方の大黒ふ頭北東岸中央の凹
くぼ

んだ奥の岸壁の方か

ら同航路に向けて左転しながら接近するＢ船を認めた。このため、左

舷船首方からＡ船進路上に向けて航行するＢ船の乗組員がＡ船に気付

いて、右舷側を見せて横切る態勢のＢ船がいずれ避航すると思った。



（図１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船長Ａは、Ｂ船の動静を見ながら鶴見航路に入航し、同航路北水路

西側に向けて針路及び速力を保持していた。なお、Ａ船の他の乗組員

は入港配置についていた。船長Ａは、Ａ船に接近したＢ船が避航する

様子を見せず、衝突の危険を感じて、川崎市鶴見つばさ橋の下方付近

でＢ船に避航を促すため短音５回の警告信号を鳴らし、主機を全速力

後進としたものの、Ａ船の左舷船首部とＢ船の右舷中央部とが衝突し

た。 

船長Ａは、ＶＨＦでＢ船に対してＡ船が大黒ふ頭に着岸することを

伝え、Ａ船を同ふ頭に着岸させた後、Ａ船の損傷状況を確認し、関係

会社に本事故の発生を連絡した。 

 Ｂ船は、船長Ｂほか３人が乗り組み、大黒ふ頭Ｃ３岸壁で停泊中の

船舶への補油作業を終え、川崎市千鳥町北西岸の繋
けい

船場に向けて出発

した。 

 Ｂ船の乗組員３人は、１人が機関室で作業を、２人が甲板上で荷役

作業後の片付けを行っていた。 

図１ 航行経路図 
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船長Ｂは、単独で操船に当たり、手動操舵でＢ船の船首を鶴見航路

に向けた後、右手で持った携帯電話で運航会社担当者等と通話を始め

た。この時、目視で船首方に船舶を見掛けなかったので、前路に航行

の支障となる船舶がいないと思った。 

船長Ｂは、携帯電話の通話に意識を向けたまま、左手で舵輪を操作

してＢ船を左転させながら約７kn の速力で鶴見航路に入航した後、Ｂ

船を通常の航海速力である約８knまで増速させた。 

 船長Ｂは、Ｂ船の左転が終わる頃、携帯電話の通話を終え、鶴見つ

ばさ橋の下方付近で短音数回の汽笛信号が聞こえたので周囲を確認し

たところ、右舷船尾方至近にＡ船の船首を認め、主機を停止して左舵

を取り、更に全速力後進としたものの、Ｂ船とＡ船とが衝突した。 

船長Ｂは、Ｂ船を停船させて１１８番通報した後、Ｂ船を自力で航

行させて繋船場に着けた。その後、Ｂ船の損傷状況を確認し、関係会

社に本事故の発生を連絡した。 

 Ａ船及びＢ船は、本事故当時、ＶＨＦを使用しての交信を互いに

行っていなかった。 

分析 (1) Ａ船 

① 船長Ａは、Ｂ船が左舷船首方から接近したことから、Ｂ船が

Ａ船をいずれ避航すると臆断したものと考えられる。 

② 船長Ａは、左舷船首方の奥の岸壁から左転しながら接近する

Ｂ船を認める状況であったにもかかわらず、Ｂ船がＡ船をいず

れ避航すると臆断し、針路又は速力の変更等の早期にＢ船との

衝突を避けるための措置を採らなかったものと考えられる。 

③ ①及び②から、Ａ船は、鶴見航路の途中から航路に入って北

西進中、Ｂ船と衝突したものと考えられる。 

(2) Ｂ船 

① 船長Ｂは、携帯電話の通話に意識を向けて、周囲の見張りを

行っていなかったことから、汽笛信号が聞こえるまでＡ船に気

付かなかったものと考えられる。 

② 船長Ｂは、船首を鶴見航路に向けた際、目視で船首方に船舶

を見掛けなかったので、前路に航行の支障となる船舶がいない

と思ったことから、携帯電話の通話に意識を向けていたものと

考えられる。 

③ ①及び②から、Ｂ船は、左転しながら鶴見航路の途中から入

航中、Ａ船と衝突したものと考えられる。 

原因 本事故は、Ａ船が鶴見航路の途中から航路に入って北西進中、Ｂ船

が左転しながら鶴見航路の途中から入航中、船長Ａが、左舷船首方か

ら接近するＢ船がＡ船をいずれ避航すると臆断し、針路又は速力の変

更等の早期にＢ船との衝突を避ける措置を採らなかったため、また、

船長Ｂが、携帯電話の通話に意識を向けて、周囲の見張りを行ってい



なかったため、Ａ船に気付くのが遅れ、両船が衝突したものと考えら

れる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、操船中、操船以外のことに意識を向けることを避け、常

時、周囲の見張りを行うこと。 

・船長は、操船中、他船と接近する場合、他船が自船を避けると臆

断することなく、衝突の危険がある場合には早めに減速するなど

の避航動作をとること、また、この場合においても他船との意思

疎通を図るため、ＶＨＦを積極的に活用すること。 

 


